
■第１回（平成 30 年 12 月 13 日開催） 

 第１回検討会は、33 の防災関係機関が参加して行われました。 

 検討会では、まず、タイムラインの目的と効果、安威川の洪水リスクや大阪管区気象台からの防災情報の提供について、参加者全

員で共 有した後、グループワークとして、3 グループ（意思決定班、現場活動 2班）に分かれ、平成 30 年 7 月豪雨時の「防災行動

の振り返り」と 「課題・問題点の抽出」を行いました。 その後、改善点を出し合い、抽出した課題・問題点とともにグループ毎に発表

し、参加者全員で共有しました。 

○参加機関（33 機関） 

  大阪府（河川室、茨木土木事務所、池田土木事務所、北部流域下水道事務所、西大阪治水事務所、安威川ダム建設事務所、吹

田保健所、茨木保健所）、吹田市、高槻市、茨木市、摂津市、大阪市、淀川河川事務所、大阪管区気象台、吹田市消防本部、高槻

市消防本部、茨木市消防本部、摂津市消防本部、島本町消防本部、淀川右岸水防事務組合、吹田警察署、高槻警察署、茨木警察

署、摂津警察署、関西電力株式会社、西日本電信電話株式会社、大阪広域水道企業団北部水道事業所、西日本高速道路株式会

社、西日本旅客鉄道株式会社、大阪高速鉄道株式会社、近鉄バス株式会社 

第１回安威川流域（安威川）洪水タイムライン検討会 

 

参加者全体での情報共有 

 

グループワーク（意思決定班） 

 

グループワーク（現場活動１班） 

 

グループワーク（現場活動２班） 

■第 2 回（平成 31 年 3 月 26 日開催） 

 第 2 回検討会は、28 の防災関係機関が参加して行われました。 

 検討会では、まず、第 1 回検討会の振り返りを行った後、タイムラインの災害想定シナリオを共有しました。 

 その後、グループワークとして、6 グループ（意思決定 2班、現場活動 4班）に分かれ、各防災関係機関の役割と防災行動の目標・

行動項目を洗い出し、時系列にまとめ、グループで共有しました。 

 その後、グループ毎に防災行動の目標と項目を発表し、参加者全員で共有しました。 

○参加機関（28 機関） 

  大阪府（河川室、茨木土木事務所、鳳土木事務所、西大阪治水事務所、北部農と緑の総合事務所）、吹田市、高槻市、茨木市、

摂津市、島本町、大阪市、淀川河川事務所、大阪管区気象台、吹田市消防本部、高槻市消防本部、茨木市消防本部、摂津市消防

本部、吹田警察署、高槻警察署、茨木警察署、摂津警察署、関西電力株式会社、西日本電信電話株式会社、大阪広域水道企業団

北部水道事業所、西日本旅客鉄道株式会社、京阪バス株式会社、阪急バス株式会社、近鉄バス株式会社 



第 2 回安威川流域（安威川）洪水タイムライン検討会 

 

役割と防災行動の目標を考える 

 

目標に対する行動項目の洗い出し 

 

目標・行動項目を時系列にまとめる 

 

全体共有 

■第 3 回（令和元年 7月 18 日開催） 

 第 3 回検討会は、31 の防災関係機関が参加して行われました。 

 検討会では、まず、これまでの検討会の振り返りを行いました。 

 その後、第 2 回検討会で作成したタイムライン総括表（案）について、各機関の行動項目の抜け・漏れ・落ちの確認及び他機関との

整合性の修正を行いました。 

 次回検討会では、図上訓練で検証し、いよいよタイムラインの完成です！ 

○参加機関（31 機関） 

  大阪府（河川室、茨木土木事務所、北部流域下水道事務所、安威川ダム建設事務所、北部農と緑の総合事務所、西大阪治水事

務所、吹田保健所、茨木保健所）、吹田市、高槻市、茨木市、摂津市、島本町、大阪市、淀川河川事務所、大阪管区気象台、淀川右

岸水防事務組合、吹田市消防本部、高槻市消防本部、茨木市消防本部、摂津市消防本部、吹田警察署、高槻警察署、茨木警察

署、摂津警察署、西日本電信電話株式会社、大阪広域水道企業団北部水道事業所、西日本旅客鉄道株式会社、大阪高速鉄道株

式会社、京阪バス株式会社、近鉄バス株式会社 

第 3 回安威川流域（安威川）洪水タイムライン検討会 

 

これまでの検討会の振り返り 

 

行動項目の確認 

 

他機関との整合性のチェック 

■第 4 回（令和元年 9月 26 日開催） 

 第 4 回検討会は、32 の防災関係機関が参加して行われました。 

 検討会では、まず、これまでの検討会の振り返りを行いました。 

 その後、第 3 回検討会で修正したタイムライン総括表（案）を用いて、各機関による図上訓練を行い、タイムラインが完成しました！ 

 タイムラインは作成して終わりではなく、PDCA サイクルにより、常に改善を繰り返し、ブラッシュアップすることが大切です。 



○参加機関（32 機関） 

  大阪府（事業管理室、河川室、茨木土木事務所、鳳土木事務所、北部流域下水道事務所、安威川ダム建設事務所、北部農と緑

の総合事務所、西大阪治水事務所、吹田保健所、茨木保健所）、吹田市、高槻市、茨木市、摂津市、島本町、大阪市、淀川河川事

務所、大阪管区気象台、高槻市消防本部、茨木市消防本部、摂津市消防本部、吹田警察署、高槻警察署、茨木警察署、摂津警察

署、関西電力株式会社、西日本電信電話株式会社、大阪広域水道企業団北部水道事業所、阪急電鉄株式会社、大阪高速鉄道株

式会社、京阪バス株式会社、近鉄バス株式会社 

第 4 回安威川流域（安威川）洪水タイムライン検討会 

 

これまでの検討会の振り返り 

 

図上訓練の様子（1） 

 

図上訓練の様子（2） 

 


